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第Ⅰ章  計画の趣旨 

 １ 地域計画とは 

     天名地域計画は、自分たちの住んでいる天名地域について、将来にわたって自

らの力で守り、創り上げ、暮らしやすく住み続けられるまちを推進していくため

の基本目標や活動方針、主な取組を定めた計画であり、天名地域自治運営の総合

的な指針となるものです。 

 

 ２ 地域計画の必要性 

     天名地域（御薗町、徳田町）は、1954年（昭和 29年）8月 1日に河芸郡から

鈴鹿市に移り誕生しました。これにより行政区域が広域化するとともに、都市計

画法の変遷により 1971年（昭和 46年）12月 28日に、市街化調整区域に指定さ

れました。さらに、就労形態の変化や核家族化等によりライフスタイルや価値観

が多様化するとともに、一人ひとりの個性を尊重する傾向が強くなっています。 

人口減少・少子高齢化、そしてニーズの複雑化・コミュニティの希薄化が加わ

り、近い将来、地域活動の担い手が少なくなり地域活動の継続ができなくなるこ

とが予想されます。天名地域全体で課題を共有し、住民や自治会、各団体、企業

が連携して将来の天名地域の継続・発展に資するため、中長期的に自治運営の総

合的な指針となる計画を策定し、実行していくことが必要です。 

 

第Ⅱ章  天名地域の現状と課題 

 １ 人口の現状と推測される課題 

     天名地域の人口推移は

右図のとおりです。 

鈴鹿市は、2010年をピ

ークに人口が減少してい

ます。 

天名地域は、それ以前

から人口の減少が始まっ

ており、また高齢化率も

上昇し、少子高齢化が急

速に進行しています。 

天名地域では、子育て

支援や高齢者福祉、コミ

ュニティの再生などへの 

取組が求められています。 
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  ２ 住民の意識とそこから見える課題 

～2019年 1月に住民アンケートを実施した結果から～ 

天名地区の現状については、「暮らしやすく、住み続けたいまち」と感じる人が

最も多く、「どちらかいえば思う」と「思う」と答えた割合が約 75％でした。ま

た、「地域全体で子どもを見守り育てるまち」「人情豊かな、地域の絆を感じるま

ち」「安心・安全に暮らせるまち（交通安全・防犯）」「地域活動が活発なまち」

という項目にも 2/3以上の人が同感している結果でした。 

 

 

行事活動に参加しているのは、60歳以上が最も多く、20歳以下は低いという結

果でした。行事・活動に参加して良かったと思うことは、「地域の人と親しくなる

ことができた」という項目から、地域住民の交流に貢献していることが分かりまし

た。 

行事・活動に参加しない理由については、「日程や場所が都合に合わない」と回

答した人が最も多く、次いで「行事・活動の内容に興味がわかない」と回答した人

が多いという結果になりました。参加者を増やすためには、日程調整と活動内容の

見直し・検討が必要だということが明らかになりました。 
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今後、想定される困りごとについては、「各種団体の役員の担い手不足」「買い

物、通院・通学などの移動の手段」「空き家、荒廃土地の増加」を心配に感じてい

る人が多く、課題が浮き彫りとなりました。 

人口減少や少子高齢化を背景に、天名地域での暮らしを良くしていくために力を

入れていく方策については、「見守りや声かけ、配食など、高齢者の見守り」をは

じめ、「子どもの居場所づくり、学習支援などの子どもの健全育成」「防犯活動、

防災・減災活動」「福祉サロンなど、人々の集いの場づくり」の項目が多く選択さ

れる結果となりました。 

地域活動・ボランティア活動の協力に参加可能かどうかについては、40歳代から

70歳代までの方の 3割以上が可能と回答する結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 農地の現状と課題 

天名地域の土地利用（面積）は下表のとおりです。天名地域は、以前から農地や山林

に住宅地が広がり、鈴鹿市内でも有数の農業振興地域として発展してきました。しかし、

近年は宅地や工業団地への転用、併せて農家の高齢化等による農業経営離れが進ん

でいます。 

農地を守り自然と調和した環境づくりを行うためには、将来を見据えながら、農業経営

のあり方、農地の保全管理、後継者育成などに地域ぐるみで取り組むことが重要になっ

ています。 

    ■天名地域の土地利用（面積）              単位：ha 

 田 畑 果樹園 施設用地等 計 

2019年度 247.5 49.2 0.6 6.0 303.3 
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４ 自治運営の現状と課題 

天名地域の組織は、自治会長をはじめとする役員、瀬古長、組長、消防団員、

体育振興会委員、民生児童委員などの各種委員で構成されており、それぞれの活

動を進めています。また、趣味やサークル活動などを通して多くの活動団体が作

られており、地域を盛り上げています。 

自治運営において重要な防災については、各地区に自主防災組織が設立されて

おり、毎年、消防団員等の協力を得て防災訓練を実施しています。今後、自然災

害や地震に備えるため、自主防災組織の活動はますます重要であり、自分たちの

地域は自らの手で守るという「地域防災力の強化」への取組が必要となっていま

す。 

当面の課題としては、緊急車輌を含む交通量の増加や降雨量増加に伴う道路・

河川等の整備、学童減少に伴う対応などが挙げられます。 

 

５ 地域の宝物 

（１）盛んな地域行事 

   子ども相撲大会、町民大運動会、夏まつり、天名マイふれあいフェア、町民文

化祭、ふれあい喫茶など多様な地域行事が継続的に行われています。 

   地域行事を通じて、地域住民が交流し合い、地域コミュニティを形成していま

す。 

 

（２）地域の団結力 

   スポーツ少年団、愛エンジェル隊、共同活動（出会い仕事）など、地域住民が

協力し合ってそれぞれの活動を行っています。 

   また、公民館やふれあい会館など、地域活動の拠点があります。 

 

（３）自然・環境の良さ 

   田・畑、山、河川に囲まれた自然豊かなまちです。特に豊かな農地からは美味

しい天名米が収穫されています。 

   また、水土里の会により、農地の保全活動が行われています。 

 

（４）治安の良さ 

あいさつ運動、クリーンタウン天名、高齢者一人暮らし友愛訪問、年末特別警

戒、南部交番連絡協議会参加などにより、良好な治安が維持されています。 
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第Ⅲ章  めざす将来の天名地域 

１ 基本目標 

 暮らしやすく 住み続けたい 魅力と活気あふれる天名  

 

   数値目標については、毎年度初めに部会ごとに設定し、定期総会で明確にします。 

 

２ 活動方針 

（１）福祉部会 

   子どもから高齢者まで 支え合い助け合えるまち 

 

（２）青少年育成部会 

   地域に誇りを持ち、思いやりにあふれる豊かな人間関係を育む天名っ子 

 

（３）健康づくり部会 

   運動・食事・生活習慣を通じて コミュニケーションを大切にするまちづくり 

 

（４）安全防災部会 

   ジュニアからシルバーまで 安全・安心に暮らせるまちづくり 

 

（５）地域振興部会 

   子どもから大人まで 地域の歴史と産業を大切にするまち 

 

（６）環境部会 

   豊かな自然と環境を みんなでつくるまち 
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３ 計画実現に向けた体制図 
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第Ⅳ章  行動計画 

１ 基本事項 

（１）行動計画の位置付け 

   この行動計画は、天名地域のまちづくり計画の内容を推進するための計画とし

て位置付け、これまでの天名の自治活動や住民アンケートの結果及び分科会での

意見を踏まえて、主な内容を示したものです。 

 

（２）行動計画の見直し 

   この行動計画が確実に実施され、目標の達成を確実なものとするために、毎年

１回ＰＤＣＡ(計画・実行・見直し・改善実行)のサイクルを廻し、役員会の承認

をもって見直すことができるものとします。 

 

２ 主な取組 

    矢印の内容 

            調査・研究・情報収集に努め、実施について検討します。 

            （取組を延期または中止する場合も含みます。） 

 

 

取組を検討し、実施します。 

 

 

既に実施している取組を継続実施して進めます。 

  

検討等 

検討・実施

等 

継続実施 
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（１）福祉部会 

№ 取組項目 取組内容 実施主体 
実施年度 

備 考 
2020 2021 2022 2023 2024以降 

1 高齢者支援 

付表１（№1～7） 

による 
付表１ 

     
 

生活支援の 

仕組みづくり 
福祉部会 

     作業・付

添い等 

不明高齢者捜索 

ネットワークづくり 
福祉部会 

     サポータ

講座等を

含む。 

2 子育て支援 

付表１（№8～9） 

による 
付表１ 

 
     

あいさつ運動の拡大 福祉部会 
 

     

3 地域福祉 

付表１（№10～11） 

による 
付表１ 

     
 

天名福祉委員制度の 

創設 
福祉部会 

     
 

4 
広報・啓蒙

活動 

全員周知／ 

魅力発信の拡充 
福祉部会 

     
 

5 その他 

実施事業内容の工夫 福祉部会 
     共同事業

化等 

組織形態の工夫 福祉部会 
     団体統合

化等 

  

検討・実施 

検討・実施

等 

検討・実施 

検討・実施 

継続実施 

検討・実施 

継続実施 

継続実施 

検討・実施 

検討等 
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［付表１］ 

№ 事業名 事業内容 目 的 主催団体 対象者 

1 
ひとり暮らし高齢者

の集い 

会食、レクレーショ

ン、催しの観覧 

高齢者支援 

（孤独感の緩和） 
地区社協 

民生委員見守り

高齢者 

2 
天名グラウンドゴル

フ大会 
グラウンドゴルフ 

高齢者支援 

（健康増進と交流） 
地区社協 天名地区高齢者 

3 
高齢者一人暮らし友

愛訪問 

高齢者一人暮らし 

友愛訪問 

高齢者支援 

（友愛訪問と安否確

認） 

民生児童委 

（鈴鹿市・

消防） 

一人暮らし高齢

者 

4 
災害時要援護者台帳

（救急ネックレス） 

災害時要援護者の 

調査と登録 

高齢者支援 

（要援護者の把握と

適切な対応) 

民生児童委 

一人暮らし高齢

者、高齢者のみ

世帯、障害者等 

5 
ふれあいいきいきサ

ロン 

スクエアステップと 

ふれあい喫茶 

高齢者支援 

（介護予防普及啓

発、日常生活支援、

ふれあい拠点づく

り） 

はつらつか

い 
65歳以上の住民 

6 シニアスクール 

社会見学､消費生活講

座、運動会、音楽療

法、健康講話など 

高齢者支援 

（町民交流） 
公民館運委 高齢者 

7 グラウンドゴルフ グラウンドゴルフ 
高齢者支援 

（健康増進・親睦） 
仲良会 会員 

8 赤ちゃん訪問 赤ちゃん訪問 
子育て支援 

（母子の見守り） 

主任児童委 

（鈴鹿市） 

赤ちゃんの生ま

れた家庭 

9 ママポケット 子育てサロン 

子育て支援 

（未就学児とお母さ

んとの交流） 

天名・合川

地区民生児

童委 

未就学児と母親 

10 すずか体験 大人の社会見学 

地域福祉 

(鈴鹿市再発見と住

民の交流） 

地区社協 全住民 

11 一般講座 

相続・消費契約・ 

交通安全・健康等を

テーマとした啓発 

地域福祉 公民館運委 全住民 

12 
民生児童委員活動強

化週間 

民生・児童委員活動

の啓蒙運動 
啓蒙活動 民児協 全住民 
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（２）青少年育成部会 

№ 取組項目 取組内容 実施主体 
実施年度 

備 考 
2020 2021 2022 2023 2024以降 

１ 
子育てサポ

ートの充実 
出生児情報の発信 育成部会  

 
  

 
 

２ 
青少年の 

健全育成 

付表２による 付表２  
 

  
 

 

愛エンジェル隊活動

の充実 
育成部会   

 
 

 メンバー

拡大 

地域行事への 

中高生の参加 
育成部会  

 
  

 
草刈り等 

小学校間の 

交流の促進 
育成部会  

 
  

 小学生同

士の交流

の場づく

り 

水土里の会の行事と

の連携 
育成部会   

 
 

 
 

３ 
高齢者との 

ふれあい 

高齢者が活躍できる

仕組みづくり 
育成部会  

 
  

 登録認定

制度、表

彰制度等 

４ 交通対策 
Ｃ－ＢＵＳの利用促

進と活用策の検討 
育成部会  

 
  

 
 

５ 
広報・啓蒙 

活動 

全員周知／ 

魅力発信の拡充 
育成部会 

     
 

６ その他 

既存事業内容の工夫 育成部会 
     内容、共

同事業化 

組織形態、 

共同事業化等の工夫 
育成部会 

     同日開

催、組織

統合等 

  

検討等 

検討等 

検討・実施 

継続実施 

検討等 

検討・実施 

検討・実施 

検討等 

検討等 

検討・実施 

検討・実施 



１１ 

 

［付表２］ 

№ 事業名 事業内容 目 的 主催団体 対象者 

１ 子ども相撲大会 子ども相撲 

健全育成 

（伝統行事の継

承と豊かな心の

育成） 

育成会 
小学 3年生以上

の児童 

２ 愛☆エンジェル隊 

中・高生が地域行事

に参加し、ふるさと

天名を知る(相撲の行

事や太鼓等) 

健全育成 

（地域との交流

を深める） 

育成会 校区内中・高生 

３ あいさつ運動 
小中学生の 

登校見守りと挨拶 

健全育成 

（小中学生の登

校見守りと声掛

け） 

育成会 小・中学生 

４ 
天名マイふれあい 

フェア 

稲作指導・創作活動

指導 

健全育成 

（地域住民と子

供のふれあい） 

天名小学校 
天名地区の大人

と子供 

５ こども教室 
料理・工作・ 

催し物鑑賞 等 
健全育成 公民館運委 小学生 

６ 新入生歓迎会  健全育成 子ども会 会員 

７ クリスマス会  健全育成 子ども会 会員 

８ ６年生を送る会  健全育成 子ども会 会員 

９ 人権講演会  健全育成 

天名地区人権尊

重まちづくり推

進会議 

地域住民 

  



１２ 

 

（３）健康づくり部会 

№ 取組項目 取組内容 実施主体 
実施年度 

備 考 
2020 2021 2022 2023 2024以降 

１ 
健康増進、 

交流親睦 

付表３による 付表３ 
     

 

既存事業の内容、 

運営等の工夫 
健康部会 

     
 

２ 
役割の 

負担軽減 

町民運動会の内容の

見直し 
健康部会 

     
 

各瀬古での役員選出

方法の見直し 
健康部会 

 
     

瀬古割の見直し 健康部会 
     

 

３ 
指導者の 

育成 
公民館への講師依頼 健康部会 

     
 

４ 
広報・啓蒙

活動 

全員周知／ 

魅力発信の拡充 
健康部会 

     
 

５ その他 
コミュニケーション

の活性化 
健康部会   

 
  

自治会内

でも検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討・実施 

検討・実施 

継続実施 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 



１３ 

 

［付表３］ 

№ 事業名 事業内容 目 的 主催団体 対象者 

１ 町民大運動会 スポーツ競技 
町民の交流親睦・健

康増進 
体育振興会 全住民 

２ 
スポーツ 

フェスティバル 
スポーツ競技 

健康増進・連帯意

識・融和親睦 
体育振興会 全住民 

３ 
鈴鹿いきいき 

スポーツ大会 
スポーツ競技 

他地区民との交流親

睦・体育振興発展 
鈴鹿市 鈴鹿市民 

４ ボウリング大会 スポーツ競技 
健康増進・地区民の

親睦 
体育振興会 全住民 

５ ウォーキング教室 レクリエーション 
健康増進・地域住民

の親睦 

スポーツ推

進委員 
全住民 

  



１４ 

 

  （４）安全防災部会 

№ 取組項目 取組内容 実施主体 
実施年度 

備 考 
2020 2021 2022 2023 2024以降 

１ 
防災・減災

活動 

付表４（№1～8） 

による 
付表４ 

      

地域防災計画等の

見直し 
安全部会 

     防災訓練

の充実 

避難道路・場所の

設置 
安全部会 

      

災害要援護者の 

情報共有 
安全部会 

     情報共有

の仕組づ

くり 

自主防災隊の 

体制強化 
安全部会 

      

２ 
安全・安心

の確保 

付表４（№9～12） 

による 
付表４ 

      

通学路の安全確保 安全部会 

     安全空間

の確保 

見守り隊

の充実 

３ 
犯罪の抑止

力強化 

防犯カメラ等の 

設置 
自治会 

     防犯灯増

設を含

む。 

防犯委員活動の 

充実など 
安全部会 

      

４ 
広報・啓蒙

活動 

全員周知／ 

魅力発信の拡充 
安全部会 

      

５ その他 実施事業内容の工夫 安全部会  
 

   

内容、共

同事業化

等 

  

検討・実施 

継続実施 

検討・実施 

検討等 

検討・実施 

検討・実施 

検討等 

継続実施 

検討・実施 

検討・実施 

検討・実施 



１５ 

 

  ［付表４］ 

№ 事業名 事業内容 目 的 主催団体 対象者 

１ 防災講座 

避難訓練・避難所開

設訓練・要望聞き取

り訓練等 

防災・減災 自治会 全住民 

２ 
消火栓ボックス管

理・点検 

消火栓ボックス内の

機材管理 
防災・減災 自治会 瀬古長 

３ 
消防車両展示・消火

体験 

車輌公開展示による

啓蒙と消火法の体験 

防災・減災 

（消防団活動 PR） 
消防団 全住民 

４ 消火栓点検 消火栓の管理 防災・減災 消防団  

５ 鈴鹿市総合防災訓練 
総合防災訓練への 

参加 
防災・減災 消防団 鈴鹿市民 

６ 自主防災隊訓練 放水訓練・防災訓練 防災・減災 自主防災隊 自主防災隊員 

７ 公民館避難訓練支援 
避難訓練、消火器操

作訓練と防災教育 
防災・減災 

公民館運委 

消防団 
 

８ 救急法講習 
心肺停止時の行動、

搬送法の訓練 
防災・減災 

消防団・小

学校 

PTA・愛エンジェ

ル隊 等 

９ 
救急情報キット配布

設置 

救急時での迅速かつ

的確な対応につなげ

る 

安全安心確保（救急

時に情報提供し、適

切で迅速な対応） 

自治会 全住民 

10 防犯灯の管理 
防犯灯設置と 

日常管理 
安全・安心の確保 自治会 全住民 

11 南部交番連絡協議会 

管内事件事故の報

告、交番への要望、

意見交換 

安全安心確保 

（防犯情報の共有化

と対策） 

南部交番・

自治会第４

ブロック 

自治会長等 

12 年末特別警戒 
防犯・防災の 

見回り活動 
安全・安心の確保 消防団  

 

  



１６ 

 

（５）地域振興部会 

№ 取組項目 取組内容 実施主体 
実施年度 

備 考 
2020 2021 2022 2023 2024以降 

１ 

郷土愛を育

むための歴

史や文化の

発信 

付表５（№1～5） 

による 
付表５ 

      

発掘、継承する 

組織の新設 
振興部会 

      

歴史の継承と発信 振興部会 
      

２ 

地域農業を

活性化する

ための推進 

付表５（№6～10） 

による 
付表５ 

      

担い手づくり（集落

営農、農業体験） 
振興部会 

      

天名米のブランド化 振興部会 
      

３ 
地域施設の

利用促進 

ふれあい会館の 

利用促進 
振興部会 

      

地域商店等の 

利用促進 
振興部会 

      

４ 
広報・啓蒙

活動 

全員周知／ 

魅力発信の拡充 
振興部会 

      

５ その他 

既存事業の内容、 

運営等の工夫 
振興部会 

     夏まつり

日程等 

企画立案の担い手の

拡充 
振興部会 

     役員の世

代交代推

進、事業

マニュア

ル作成等 

  

継続実施 

検討等 

検討・実施 

継続実施 

検討等 

継続実施 

継続実施 

検討・実施 

検討等 

検討・実施等 

御薗：継続実施 

徳田：検討・実施（圃場整備協働） 

 



１７ 

 

［付表５］ 

№ 事業名 事業内容 目 的 主催団体 対象者 

１ 夏まつり 
盆踊り・夜店・ 

アトラクション 

地域振興 

（地域住民との交

流） 

まちづくり

協議会 
全住民 

２ 町民文化祭 作品展示・舞台発表 文化振興・敬老会 公民館運委 
全住民・７０歳

以上 

３ お菓子づくり教室 四季のお菓子づくり 地域振興 公民館運委  

４ 境界立会・要望陳情  地域振興 自治会 全住民 

５ ふれあい会館運営 
設備管理・ 

維持管理・貸館 

地域振興 

（健康増進・融和親

睦） 

自治会 全住民 

６ 農地の受委託の調整  地域農業活性化 営農組合 組合員 

７ 農薬の共同購入  地域農業活性化 営農組合 組合員 

８ 
水稲播種・病害虫防

除研修 
 地域農業活性化 営農組合 組合員 

９ 
農業機械の整備と安

全講習 
 地域農業活性化 営農組合 組合員 

10 徳田産米の PR販売 
ガーデンフェスタへ

の出店 
地域農業活性化 

徳田水土里

の会 
組合員 

11 
広報・回覧物作成、

配布 
事業周知、啓蒙活動 周知・啓蒙 自治会 全住民 

  



１８ 

 

（６）環境部会 

№ 取組項目 取組内容 実施主体 
実施年度 

備 考 
2020 2021 2022 2023 2024以降 

１ 環境教育 

講座等の開設 環境部会 

  

 

   ふるさと

先生の活

用 

写真展の開催 環境部会       

環境探検隊の結成と

活動 
環境部会 

     パトロー

ル、地図

づくり等 

２ 
環境保全・

環境美化 

付表６による 付表６       

既存事業の内容運営

等の工夫 
環境部会 

      

環境調査の定期実施 環境部会 
      

外来種調査と駆除 環境部会 
      

池さらい 環境部会 
      

環境改善要望の集約

と対策実施 
環境部会 

      

観光道路の清掃・ 

植樹活動 
環境部会 

     桜など 

３ 
生き物の飼

育 

ビオトープづくり 環境部会 
     生物生息

空間 

ホタルやカブト虫の

生育、植物の植生 
環境部会 

      

池への魚放流 環境部会       

４ 
広報・啓蒙

活動 

全員周知／魅力発信

の拡充 
環境部会 

     環境新聞

等 

  

検討等 

検討等 

検討・実施 

継続実施 

検討・実施 

検討等 

検討等 

検討等 

検討等 

検討等 

検討等 

検討等 

検討等 

検討等 



１９ 

 

［付表６］ 

№ 事業名 事業内容 目 的 主催団体 対象者 

１ 空き缶回収  環境保全 

（資源の再利用） 
自治会 全住民 

２ 遊休農地の有効活用 
すいか・かぼちゃ・

そば等の栽培 
環境保全 

御薗水土里

の会 
組合員 

３ 遊休農地の有効活用 さつま芋のつる刺し 環境保全 
徳田水土里

の会 
徳田町住民 

４ 遊休農地の保全管理  環境保全 

御薗水土里

の会 

徳田水土里

の会 

組合員 

５ ごいで溝生物調査 生き物調査 環境保全 
徳田水土里

の会 
徳田町住民 

６ 水質検査  環境保全 

御薗水土里

の会 

徳田水土里

の会 

組合員 

７ ゴミ集積所の管理  環境保全／美化 自治会 全住民 

８ 

中ノ川・堀切川堤防

の草刈り・水路の溝

さらえ 

 環境保全／美化 徳田自治会 徳田町住民 

９ 草刈り・清掃活動  環境保全／美化 
クリーン中

ノ川 
御薗町有志 

10 クリーンタウン天名 
天名地区の 

美化推進運動 
環境美化 

まちづくり

協議会 
全住民 

11 清掃活動 

服織神社、児童公

園、ふれあい会館の

除草・清掃 

環境美化 第１仲良会 会員 

12 奉仕作業 地区の環境美化 環境美化 第２仲良会 会員 

13 植栽による景観形成 コスモス等の種まき 環境美化 
御薗水土里

の会 
全住民 

  



２０ 

 

 【参考】関係団体一覧 

団体名称 
計画上 

の略称 
団体名称 

計画上 

の略称 

御薗町・徳田町自治

会 
自治会 

天名公民館運営委員

会 
公民館運委 

天名地区体育振興会 体育振興会 愛☆エンジェル隊 愛エンジェル隊 

民生委員・児童委員 民生児童委 はつらつかい はつらつ 

ＰＴＡ ＰＴＡ 
民生委員児童委員協

議会 
民児協 

御薗・徳田子ども会 子ども会 
  

天名地区青少年育成

会 
育成会 

  

第１・第２仲良会 仲良会 
  

鈴鹿市消防団天名分

団 
消防団 

  

自主防災隊 自主防災隊 
  

天名地区農業委員会 農業委員会 
  

天名地区営農組合 営農組合 
  

御薗・徳田水土里の

会 
水土里の会 

  

クリーン中ノ川 ｸﾘｰﾝ中ノ川 
  

放課後児童クラブピ

ース天名 
ピース天名 

  

天名を盛り上げる会 天盛会 
  

南部商工発展会 商工発展会 
  

天名地区社会福祉協

議会 
地区社協 

  

天名スポーツ少年団 スポ少 
  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


